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論 文 内 容 の 要 旨
　朴麗華氏の学位申請論文は、「中国語母語話者による日本語のテンス・アスペクトの誤用研究」と題して、
中国語母語話者による日本語のテンス・アスペクトの誤用パターンを明らかにした上で、誤用の要因や誤用
のメカニズムを解明することと、それに基づいて教科書の改善案を提案することを目的としている。
　本論文は、序論、５章、結論から構成されている。
「序論」
　序論においては、テンス・アスペクトの誤用に関する先行研究における問題点を中心に、本研究の必要性、
研究対象、研究の目的について、明確な根拠を踏まえた上で明示し、また、誤用例の出典である『中国語母
語話者の日本語学習者の誤用コーパス』の有効性や研究の方法論を論じ、用語の定義も示す。
「第１章　先行研究」
　第１章においては、本研究に関わるテンス・アスペクトにおける主な先行研究を中心に、その研究史と問
題点を明らかにした上で、本研究の土台作りを行う。
　手順としては、論の展開をわかりやすくするために、まず、統語論的研究、意味論的研究、第二言語習得
的研究におけるテンス・アスペクトの論考を精査し、本研究に関わる問題点を明らかにする。次に、テンス・
アスペクトの原因として、母語の負の転移と過剰般化の他、ねじれ誤用も考えられるので、これら三つの要
因に関する研究の現状も明らかにする。
「第２章　母語の負の転移に起因する誤用」
　第２章においては、母語の負の転移と誤用との関わりについて考察する。研究対象の「* る→ている」、
「* ている→る」、「* る→た」、「* た→る」といった誤用パターンにおける母語の負の転移に関する誤用
について明らかにした結果をまとめると、以下のようになる。
　１）各誤用パターンにおいて、母語の負の転移が関わっている誤用の分布は均等なものではない。パター
ン別に見ると、「* る→ている」と「* る→た」の誤用に多く見られる一方、「* ている→る」と「* た→る」
における誤用は少ない。これは中国語において、ノーマーカーの表現が多いことが関連しているためである
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と思われる。
　２）誤用例が多く見られる誤用パターン「* る→ている」と「* る→た」では、「* る→ている」の場合は
結果状態の持続を表す用法に関係する誤用が多く見られるのに対し、「* る→た」の場合は過去を表す時の
状況成分があるにも関わらず、「た」を使用していないというような誤用が多く見られる。また、日中両言
語において、「ている」と“着”、「た」と“了”のようにアスペクトマーカーがあるが、使用範囲が異なる。
例えば、結果状態の持続を表すには、日本語ではアスペクトマーカーとの共起が殆どの場合必要であるが、
中国語ではマーカーと共起する場合もあれば、共起しない場合もある。過去の事態を表す際に、日本語では
「た」との共起が必要であるのに対し、中国語にはテンスを表すマーカーがないため、過去を表す時は状況
成分が用いられることになる。要するに、日本語と中国語のアスペクトマーカーの用法が一致しないことが
この類の誤用に深く関わっているのである。
　３）「* ている→る」という誤用パターンにおいて、母語の負の転移に起因する誤用が少なく、殆どの誤用は、
存在を表す表現と恒常的な状態を表す表現に集中していることが特徴的である。日本語では「る」形が選択
されるが、中国語ではマーカーとの共起の有無を問わず、いずれも成立し、なおかつ意味的にも相違がない。
この類の誤用は母語による影響も考えられるが、主要な原因ではないようである。
　４）「* た→る」の誤用における変化を表す用法を中心に考察する。日本語では、変化の意味を表す際に、
アスペクトマーカーの使用可否は文脈の内容に左右される。例えば、未来を表す時の状況成分がある場合や、
自然現象や恒常的な事象を表す場合には「る」が殆どである。しかし、中国語では変化を表す場合には文末
にアスペクトマーカーの“了”が使われる。要するに、変化という事象を表す場合は、中国語では“了”と
の共起が求められるのに対し、日本語では、「た」ではなく、「る」との共起が殆どであることから、この類
の誤用は、母語の影響が非常に大きいと考えられる。
「第３章　過剰般化に起因する誤用」
　第３章おいては、「* る→ている」、「* ている→る」、「* る→た」、「* た→る」を対象に、過剰般化に起因す
る誤用について考察する。誤用の要因分析にあたり、まず、単純ミスや文法知識の欠如に起因する誤用、及
び母語の負の転移に起因する誤用ではないことを明らかにした上で、過剰般化に起因する誤用を分析する。
考察した結果をまとめると、次のようになる。
　１）研究対象とした誤用パターンにおいて、過剰般化に起因する誤用の分布は均等ではないことが分
かった。これらの誤用については、「* る→ている」と「* る→た」に見られることが少なく、「* ている→る」
と「* た→る」では比較的多く見られた。
　２）「* る→ている」と「* る→た」に見られる誤用には、「ことになる」と「ことにする」といったフレー
ズの過剰使用がよく見られる。これは主にフレーズの持つ「結果」の意味を学習者が誤って認識し、過剰に
拡大解釈して適用させたことに起因するものと考えられる。
　３）「* ている→る」と「* た→る」では、学習者は「ている」が表す動作と状態の持続の意味、および「た」
が表す完了の意味については、それぞれ理解している。しかし、事態の捉え方によるマーカー選択の相違点
は、押さえていないことから、状態の持続なら「ている」、完了なら「た」というように、過剰に「ている」
と「た」の用法を適用させたことに起因するものかと考えられる。この類の誤用は、思考動詞による誤用が
顕著である。
「第４章　ねじれ誤用に起因する誤用」
　第４章においては、ねじれ誤用に起因する誤用を考察する。ねじれ誤用とは、次の現象を意味するもので
ある。学習者は、マーカーを選択するかどうかの際に、これまで蓄積してきた母語と目標言語の知識を駆使
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しながら自分なりに解釈してマーカーの選択を行うことから、母語の負の転移や過剰般化の影響がかすかに
見えるものの、それぞれのどれかに起因するものかについては、はっきりとした境界線があるわけではない。
つまり、中国語母語話者の日本語学習者は、中国語にない文法規則の適用について自分の判断に基づいて行
うので、その判断の過程においては、使用者の理解と文法規則の予期する内容とではミスマッチが生じるこ
とによって現れてくる誤用をねじれ誤用と見なすのである。要するに、ねじれ誤用は単純な母語の負の転移
あるいは過剰般化によって生じる誤用ではなく、複雑な要因が絡み合って生じた誤用であると言えよう。
考察した結果をまとめると、次のようになる。
　１）「* る→ている」に見られる誤用は、母語の負の転移による誤用ではなく、叙述する事態を状態と見
なすか、結果と見なすかというように、捉え方がねじれていることに起因するものもある。
　２）複数の要因による誤用の場合は、必ずしもある特定の要因が他の要因よりも重要であるとは一概に言
えない。つまり、いろいろな要因が複雑に絡んでいるため、どちらかがより重要な要因であるという判断が
できないのである。
　３）状態と結果の捉え方の相違に起因する誤用は「* る→ている」と「* ている→る」の共通点であろう。
　４）「* る→た」と「* た→る」の誤用は、母語の負の転移に起因するという点で共通しているが、単に母
語の影響で誤用が生じたわけではなく、複数の要因が絡み合う中で、特に日本語の表現に対応する中国語の
テンス・アスペクトのマーカーが存在する場合、文体や文脈に応じてどのように使い分けるかの問題となる。
　５）いずれの誤用のパターンにおいても、事象の「捉え方」は共通して見られる要因である。
　以上の結果を図で示すと、次のようになる。
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「第５章　中国語母語話者によるテンス・アスペクトの誤用の傾向と教科書との関わり」
　第５章においては、「* る→た」、「* る→ている」、「* た→る」と「* ている→る」における考察の結果を踏
まえながら、日本語教科書における「る」形、「た」形、「ている」形の説明内容を検討し、テンス・アスペ
クトの学習案を提案する。
　中国語母語話者の日本語学習者に見られるテンス・アスペクトの誤用は、上述した四つの誤用パターンに
集中している。その中で、特に過去と結果状態を表す用法の誤用が最も顕著である。
　一方、中国で使われている日本語の教科書では、テンス・アスペクトマーカーの「る」形、「ている」形、「た」
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形の用法について、例えば、結果状態に関わる用法として「る」形、「ている」形、「た」形はどれも使用で
きるが、その関連性を踏まえながら、説明を行うものが殆ど見られず、いずれの説明においても、個別に取
り上げられて説明されている。
　つまり、同じ事象を表す場合において、使用可能な複数のマーカーについての説明が見られず、マーカー
の相違を区別させるための説明も見られない。このことは、テンス・アスペクトの誤用をもたらす原因の一
つではないかと考えられる。
　そこで、本研究では、改善策として、事象を中心としたテンス・アスペクトマーカーの学習法の導入を提
案する。要するに、ここで提案するのは、各マーカーの用法を個別に説明するのではなく、同一事象の表現
において、複数のマーカーが使用できる可能性やそれぞれのマーカーが他と異なる点を中心に教科書に組み
込み、学習していくというものである。
「結論」
　本研究の目的は大きく分けて二つある。一つは研究対象の誤用パターンにおける誤用の要因を分析し、誤
用のメカニズムを解明することである。もう一つは研究対象の誤用パターンに基づいて教科書の改善案を提
案することである。
　一つ目の目的について、日本語学および日本語と中国語との対照研究の観点から研究対象とする誤用例を
考察した結果、母語の負の転移、過剰般化、ねじれ誤用という三つの要因があることやそれぞれの誤用のメ
カニズムを明らかにした。もう一つの目的について、テンス・アスペクトの誤用の要因や誤用生起のメカニ
ズムの研究結果を踏まえ、中国国内で使われている日本語の教科書を詳細に分析した上で、教科書における
テンス・アスペクトの学習内容や教育現場での指導内容・指導方法について提案を行った。
論 文 審 査 結 果 の 要 旨
　朴麗華氏の学位申請論文は、これまで明らかにされていなかった中国語母語話者日本語学習者によく見ら
れる日本語のテンス・アスペクトの誤用に着目し、最も典型的であるといえるテンス・アスペクトの誤用パ
ターンを明らかにした上で、誤用の要因や誤用のメカニズムを解明することと、それに基づいて教科書の改
善案を提案することを目的としている。
　本論文の最大の特徴は、大規模な中国語母語話者日本語学習者の誤用データを駆使し、中国語との対照と
いう視点から、明快な論述で、テンス・アスペクトの誤用パターンや、誤用の要因及び誤用のメカニズムを
解明したことであろう。以下において、本論文のオリジナリティと独創性を中心に審査の結果をまとめる。
１．誤用パターンの明示化
　中国語母語話者日本語学習者の日本語のテンス・アスペクトの誤用は、様々な現象が観察される。その中
に、学習難易度が高いものもあれば、低いものもある。本論文は、まず日本語のテンス・アスペクトの誤用
例について網羅的でなおかつ丁寧に分析を行い、その中から学習難易度が最も高い四つのパターンを見いだ
し、明示化したものである。これにより、明確な研究の土台を構築することに成功したと考えられる。
２．誤用のメカニズムの究明
　学習者の誤用の原因について、これまでは、母語の負の転移を中心とする研究が主流であった。しかし、
母語の負の転移の他に、過剰般化も非常に大きな要因の一つであることについては、殆ど研究されていなかっ
たのが現状であった。本論文は、先入観に左右されず、丁寧に用例分析を行った上で、大規模な誤用データ
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の中から、母語の負の転移や過剰般化に起因する誤用の事実を明らかにしただけではなく、これまで指摘さ
れていなかったねじれ誤用という新しい誤用の要因まで突き止めた。更に、誤用の事実を踏まえながら、母
語の負の転移、過剰般化、ねじれ誤用のメカニズムも究明した。
３．日本語教科書作りや教授法への提案
　日本語の誤用研究は、その研究成果が教育現場に還元できるものでなければならない。本論文は、現在、
中国で使われている日本語の教科書を詳細に分析した上で、本論文で明らかにした日本語のテンス・アスペ
クトの誤用の研究成果を踏まえて、日本語教科書におけるテンス・アスペクトの学習について提案を行った。
この提案は一見すれば、テンス・アスペクトという非常に限られた内容についてのものであるように見える
が、その原理原則は、他の文法項目の教科書への組み込みにも通用するものである。
　本論文は、日本語のテンス・アスペクトの誤用のパターン、誤用の要因、誤用のメカニズムを解明し、そ
れに基づき教科書の改善案を提案することを試みるものである。この試みについては、審査員一同が高く評
価している。全体的な構成についても、論理的であり、合理性のあるものと認められた。特に、日本語学お
よび日本語と中国語との対照研究の観点から、誤用の要因として主に母語の負の転移、過剰般化、ねじれ誤
用という三つの要因に関する詳細な分析とメカニズムの解明を行ったことについては、朴麗華氏の独創的な
知見が見られ、ほぼ成功している。また、使用されているデータも豊富で、論証も綿密であり、結論につい
ても首肯できるものである。さらに、本研究は、日本語の誤用研究においても、日本語教育研究や第二言語
習得研究においても、非常に重要でかつ必要であるので、先駆的研究であると言えよう。
　このように、朴麗華氏の学位申請論文は極めて高い学術内容を持つものであるが、問題点が一切ないとい
うわけではない。特にねじれ誤用については全体像を明らかにして初めて、ねじれ誤用のメカニズムが浮き
彫りになるであろう。これらの問題点は、今後の課題となるが、本論の博士学位請求論文としての価値を損
なうものでは決してない。
　以上、審査員４名は朴麗華氏の論文を慎重に審査し、0年６月8日に行った口頭試問の結果を併せて協
議した結果、朴麗華氏の論文が博士（言語コミュニケーション文化）の学位を授与するに相応しいものであ
ると判断するに至り、ここに報告するものである。
